
広 報

主な記事
● P2  〜	 特集　�令和４年度当初予算が決まりました
● P5  〜	 まちの話題
● P7  〜	 役場からのお知らせ
● P25〜	 みんなのページ

20222022

55
Vol.211Vol.211

円城幼稚園円城幼稚園
楽楽 しし 思思 いいいい 出出
ああ りり がが とと うう



一般会計一般会計　105億8,000万円（対前年比 5.5％）

合　　計合　　計　161億1,739万円（対前年比 ＋4.4％）

特別会計� 38億3,750万円
� （対前年比 △0.9％）

国民健康保険特別会計� 14億4,000万円
介護保険特別会計� 21億5,860万円
後期高齢者医療特別会計� ２億400万円
育英資金特別会計� 1,347万円
診療所特別会計� 2,110万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計� 33万円

企業会計等� 16億9,989万円
� （対前年比 ＋10.6％）

再生可能エネルギー事業特別会計
� ２億3,500万円
上水道事業会計� ８億8,711万円
下水道事業会計� ５億7,778万円

　令和４年度当初予算が令和４年第２回吉備中央町議会定例会（３月）で可決されました。一般会計当初予算額
は、105億8,000万円です。
　歳入の主なものは、自主財源として町税が12億7,739万円（前年比6.4％増）、ふるさと納税等による寄附金が
12億9,004万円（27.1％増）、基金の取り崩し等の繰入金が８億5,853万円（13.5％減）であり、自主財源比率
は35.7％となりました。一方、依存財源比率は64.3％で、地方交付税が41億3,900万円（12.6％増）、国庫補助
金が７億6,899円、県補助金が８億8,923万円などとなっています。
　歳出については、園・小学校の統合に向けた準備として、認定こども園３園の設計に1,938万円、小学校の改
修設計・工事の費用に7,130万円、ふるさと納税の寄附金増加に伴い、ふるさと米を取り扱う協働のまちづくり
寄附金事業に12億9,892万円、米作り農家応援事業に１億7,325万円、国が進めるデジタル田園都市国家構想の
推進交付金を活用した交通対策事業や有害鳥獣対策事業にデジタル技術を導入する事業に２億円、母子健康手帳
デジタル化事業に850万円等があり、そのほか社会保障や公共施設の維持管理費等の経費が増加しています。
　新型コロナウイルス感染症は、経済だけでなく人の流れも停滞させ、移住・定住施策にも逆風となっており、今
後の財政運営への影響も懸念されますが、町では滞ることなく住民の福祉向上に努め、農業をはじめとする産業
の振興や、子育て定住施策に重点を置きながら、国の施策も利用し、創意と工夫で魅力あるまちづくりに引き続
き取り組んでいきます。

令和４年度
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一般会計における歳入と歳出の構成比

歳入用語解説
町　　　税：町民税や固定資産税など町に納められる税金
分担金及び負担金：�老人措置負担金や農林業受益者分担

金など
使用料及び手数料：�町営住宅の家賃や町施設の使用料、

住民票など証明書の発行手数料など
の収入

繰　入　金：基金を取り崩して繰り入れるものなど

地方交付税：�町の財政状況などに応じて国から配分され
る収入

地方譲与税：�国税として徴収した税を一定の基準に従っ
て国から町へ譲与されるもの

地方消費税交付金：�消費税の地方分を人口などをもとに
国から交付される収入

町　　　債：�公共事業などを行うための財源として借り
入れる収入

一般会計 町民１人当たりの予算 � 1,000,284円
このように使われます ●令和４年４月１日 現在　人口 10,577人

歳出

使用料および手数料 0.9％
9,075万円

町税 12.1％
12億7,739万円

町債 4.9％ 5億2,240万円

地方交付税 39.1％
41億3,900万円

国庫支出金 7.3％
7億6,899万円

環境性能割
交付金 0.2％
1,857万円

県支出金 8.4％
8億8,923万円

財産収入 0.1％
1,442万円

寄附金 12.2％
12億9,004万円

繰入金 8.1％
8億5,853万円

繰越金 0.9％
1億円
諸収入 1.2％
1億2,412万円

地方譲与税 1.6％
1億7,035万円

分担金および負担金 0.2％
2,557万円

地方消費税交付金 2.3％
2億4,250万円

その他交付金 0.5％
4,814万円

労働費 0.0％ 331万円

議会費 0.8％
8,872万円

予備費 0.2％ 2,000万円

災害復旧費 0.1％
1,448万円

総務費 27.9％
29億4,922万円

民生費 21.5％
22億7,091万円

衛生費 7.2％
7億6,548万円

農林業費 13.2％
13億9,870万円

商工費 1.9％
2億322万円

土木費 4.6％
4億8,705万円

消防費 3.5％
3億6,506万円

教育費 8.7％
9億2,007万円

公債費 9.4％
9億8,896万円

諸支出金 1.0％ 1億782万円

歳入
自主財源
35.7％

依存財源
64.3％

その他
41,084円
議会・観光振興・
災害復旧など

民生費
214,703円
高齢者・障害者・
児童の福祉など

農林業費
132,240円

農林業・畜産業の振興・
有害鳥獣対策など

総務費
278,834円
地域振興・交通・

財産管理・庁舎管理など

消防費
34,514円
消防や災害の対応

など

公債費
93,501円

町債などの借入金の返済

教育費
86,988円

学校・公民館・図書館の
運営など

衛生費
72,372円

保健衛生・一般廃棄物の
処理など

土木費
46,048円

道路・河川・住宅の
整備維持管理など
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『22世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町』をめざして
～令和４年度の主な事業を紹介します～

次代の宝を育むまち次代の宝を育むまち次代の宝を育むまち
～子育て・教育・文化分野～～子育て・教育・文化分野～～子育て・教育・文化分野～

認定こども園整備事業� 1,938万円

　保育園・幼稚園の統合準備として認定こど
も園（３園）の設計を行います。

小学校費� 31,590万円

　町立小学校の運営に必要な経費です。今年
度は学校統合の準備として豊野小学校（仮称）
の改修工事、円城小学校（仮称）の改修設計
等を行います。

学校給食費一部無償化事業� 2,489万円

　コロナ禍対策と子育て世帯の応援事業とし
て、小・中学校の給食費の負担を軽減します。

やさしさあふれるまちやさしさあふれるまちやさしさあふれるまち
～保健・医療・福祉分野～～保健・医療・福祉分野～～保健・医療・福祉分野～

成年後見制度利用促進事業� 51万円

　福祉課内に「吉備中央町成年後見相談セン
ター」を設置するほか、後見人の養成支援等、
成年後見制度の普及啓発を図ります。

母子健康手帳デジタル化事業� 850万円

　母子手帳の電子化で、疾病予防に必要な知
識の蓄積や情報の適時取得が容易になり、相
談体制との連携強化により、「安心して妊娠・
出産・子育てできる」につながります｡

新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業� 4,883万円

　新型コロナウイルスワクチンの接種体制を
整え、予防接種を行います。

魅力と活気のあるまち魅力と活気のあるまち魅力と活気のあるまち
～産業振興分野～～産業振興分野～～産業振興分野～

有害鳥獣対策事業� 14,496万円

　鳥獣による農作物への被害防止対策として、
防護柵の整備や捕獲器等の導入、捕獲に対し
て補助金を交付します。また、実施隊を組織
して有害鳥獣出没時の緊急出動に備えます。
さらに、今年度は国の交付金を受け、デジタ
ル技術を活用した新たな被害軽減事業にも取
り組みます。

協働で歩むまち協働で歩むまち協働で歩むまち
～行財政分野～～行財政分野～～行財政分野～

協働のまちづくり寄附金事業�12億9,892万円

　ふるさと納税を通じて、本町のまちづくり
に参画していただくとともに、この寄附金を
基に、米づくり農家を応援する事業等を実施
します。

新

生活しやすい安全なまち生活しやすい安全なまち生活しやすい安全なまち
～生活基礎分野～～生活基礎分野～～生活基礎分野～

交通対策事業� 10,760万円

　地域のニーズや特性に応じた公共交通施策
を実施します。今年度は、第２次の地域公共
交通計画策定や、国の交付金を受けて交通事
業のデジタル化を行います。

町内巡回バス運行事業� 1,816万円

　きびプラザを起終点として、町内を８の字
に巡回するバス（２台）を運行します。

拡

拡

新

　予算を拡充した事業

　新規に開始する事業

特特集集

新

快適な暮らしのまち快適な暮らしのまち快適な暮らしのまち
～環境保全分野～～環境保全分野～～環境保全分野～

合併処理浄化槽設置事業� 1,351万円

　合併浄化槽設置補助金に加え、単独浄化槽
等の撤去費についても補助することで、合併
処理槽への転換を図ります。

拡
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ままままちちちちのののの話話話話題題題題まちの話題

　町有林（上田西）で、吉備高原のびのび小学校
と吉備高原希望中学校の児童・生徒が加茂川ホリ
デイフォレスターや岡山森林組合などの指導のも
と、少花粉のスギとヒノキの苗木を390本植えま
した。この集いは、少花粉森林づくりの推進や森
林保全への関心を高めてもらうために開催され、
植樹を終えた子どもたちは、「花粉の少ない木を少
しでも増やしていけるよう一生懸命植えました」
と話していました。

　石
いし い
井雅

まさゆき
之さん（尾原）が令和３年度岡山県国民

健康保険団体連合会表彰を受賞されました。この
賞は、国民健康保険事業および介護保険事業の運
営の健全化に貢献し、他の模範となる方に贈られ
るものです。石井さんは、旧加茂川町および吉備
中央町国民健康保険運営協議会委員に就任し、多
年にわたり国民健康保険の適正な運営に尽力され、
この功績が評価されて受賞となりました。おめで
とうございます。

岡山県国民健康保険団体岡山県国民健康保険団体
連合会表彰を受賞連合会表彰を受賞

2/25

満百歳おめでとうございます満百歳おめでとうございます

「少花粉スギ･ヒノキ モ「少花粉スギ･ヒノキ モ
デル林植樹の集い」開催デル林植樹の集い」開催

2/22

3/1
2/28

戸川辰子さん戸川辰子さん

　２月28日、戸
とが わ
川辰

たつ こ
子さん（西）が満百歳のお誕生日を迎えられ、県や町、町社会福祉協議会から記念品と

お祝い状が贈られました。戸川さんはゲートボールをされるなど、施設を利用される前からとても元気な方
です。普段はお友達や施設の方との会話、趣味である手芸や間違いさがしなどを楽しまれており、長寿の秘
訣となっています。
　３月１日、 山峯

みね よ
代さん（豊岡下）が満百歳のお誕生日を迎えられ、県や町、町社会福祉協議会から記念

品とお祝い状が贈られました。 山さんは、着心地の良い着物を仕立てるほど和裁が上手で、健康のために
食べ物などに気を使っていたそうです。また、娘・息子さんやお孫さんに対して「無理はしない」と口癖の
ように言っていたそうで、心身の健康に対する意識の高さが長寿の秘訣となっています。
　戸川さん、 山さん、これからもますますお元気にお過ごしください。おめでとうございます。

かたやま

山峯代さん山峯代さん
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ままままちちちちのののの話話話話題題題題まちの話題

　ロマン高原かよう総合会館で、山名音楽事務所
主催によるベーゼンドルファーの祭典が開催され
ました。このイベントは、町が所有する世界三大
ピアノの一つ「ベーゼンドルファー」の発信企画
として行われました。参加者はベーゼンドルファー
の周りに集まり、生の演奏を間近で体験したり、
合奏を楽しんだりしていました。また、普段は入
ることのできない楽屋や調光室などのレインボー
ホールの舞台裏見学会も行われました。

　就農奨励金は、町内で新たに農業に従事し、専
業として農業経営を行う39歳以下の方を激励する
ために交付するもので、本年度は、草

くさち
地一

かづひろ
宏さん（高

富）、難
なん ば
波清

きよたか
隆さん（上野）が対象となりました。

式に出席された草地さんは「酪農は現状維持しつ
つ、和牛の繁殖に力を入れていきたいです」と決
意を新たにされ、山本町長から「草地さんカラー
で頑張ってください」という激励とともに奨励金
が贈られました。

令和3年度吉備中央町令和3年度吉備中央町  
就農奨励金交付式就農奨励金交付式

3/2

ベーゼンドルファーのベーゼンドルファーの  
祭典開催祭典開催

3/13
　株式会社ドルフィン・エイド代表取締役の福

ふくしま
嶋

裕
ゆ み こ
美子氏が賀陽庁舎を訪れ、200ミリリットル入

りの緑茶約500本を贈呈されました。
　新型コロナウイルス感染症が蔓延する中で、奮
闘する医療従事者や市町村を応援する思いで寄贈
いただきました。いただいた緑茶は、医療機関に
贈るだけでなく、新型コロナウイルスワクチン集
団接種会場で従事される医療従事者へ配付させて
いただきます。ありがとうございました。

緑茶を寄贈いただきました緑茶を寄贈いただきました3/8

　令和３年度多面的機能発揮促進事業中国四国農
政局長表彰式が賀陽庁舎で行われ、優秀賞を受賞
した正金組織（上竹）を代表して土

つちいわ
岩晴

せ い こ
子さん、

菅
す が の
野貴

た か し
司さん、妹

せ の お
尾廣

ひ ろ お
夫さんが出席されました。

これは、農業の多面的機能の発揮促進などの功績
が特に顕著である組織に贈られるもので、正金組
織は、女性役員の登用や地域の若者による地域一
体での活動などが評価されました。おめでとうご
ざいます。

中国四国農政局長表彰中国四国農政局長表彰  
優秀賞を受賞優秀賞を受賞

2/28
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役場からのお知らせ
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ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
し
ら
さ
ぎ
事
業
所

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
８
１
８

　
　
や
す
ら
ぎ
事
業
所

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
５
２
２

軽
自
動
車
税
種
別
割
の

軽
自
動
車
税
種
別
割
の  

納
付
に
つ
い
て

納
付
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

領
収
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納
税
証
明

書
は
、
車
検
を
受
け
る
際
に
必
要
で
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
る
方
は
、

納
期
限
前
日
ま
で
に
振
替
口
座
の
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
口
座

振
替
後
、６
月
中
旬
頃
に
は
が
き
で
「
口

座
振
替
済
通
知
書
・
納
税
証
明
書
」
を

送
付
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
軽
自
動
車
等
を
所
有
（
登

録
）
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

他
人
に
譲
っ
た
、
廃
棄
し
た
等
、
車
の

所
有
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
名
義

変
更
や
廃
車
の
届
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
実

際
は
所
有
し
て
い
な
い
の
に
課
税
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
く
車
を
購
入
・
譲
り
受

け
た
場
合
も
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課　
課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５

日　時 ５月26日㈭　午前９時～正午

会　場 下竹荘公民館 井原コミュニティ
センター

内　容 行政・福祉 人権・福祉

日　
に　
ち

会　
　
　
場

５
月
10
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

５
月
17
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

役場からの

お知らせ

【申告窓口】
車　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） 軽自動車検査協会　岡山事務所（岡山市北区久米177番地３）
☎050-3816-3084（コールセンター）

軽二輪（125cc超250cc以下） 中国運輸局　岡山運輸支局（岡山市北区富吉5301番地５）
☎050-5540-2072（ヘルプデスク）二輪の小型自動車（250cc超）

原動機付自転車・小型特殊自動車 住民課、加茂川総合事務所、各支所・出張所
※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。
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役場からのお知らせ

令和４年４月から令和４年４月から
不妊治療不妊治療がが保険適用保険適用されますされます

　　令和４年４月から、体外受精などの基本治療は、すべて保険適用され、窓口での負担額が治療費（保険
診療の治療費）の３割となります。
　これに伴い、町の不妊症対策支援補助事業の対象者および費用の助成内容が以下のとおりとなります。

対象者

•吉備中央町に住所があり、かつ居住している夫婦
※�ただし、令和４年３月31日までに治療が終了した方、または、治療期間の初日が令和４
年３月31日以前であり、かつ、令和４年４月１日から令和５年３月31日までの間に１
回の治療が終了した方

助成内容

•県の助成額を控除後の費用に対して1/2の額を補助
　１回につき20万円を上限とし、６回まで
※�ただし、治療の終了日が令和４年４月１日以降である場合の交付申請ができる回数は、
上限の回数に達していない場合であっても１回のみ

※�令和４年４月以降の治療費が高額な場合の月額上限（高額療養費制度）もあります。具体的な上限額や
手続きは、ご加入の医療保険者（吉備中央町国保にご加入の方は、保健課）にお問い合わせください。

お問い合わせ先 　保健課　母子保健班　☎0866－54－1326

防災士資格取得支援制度について
　吉備中央町では、地域防災のリーダーを育成するため、防災士の資格を取得し、地域で活動しようとする意欲
のある方に対して支援を行っています。
　「防災士」とは、自助、共助、協働を原則として、地域社会のさまざまな場で減災および地域防災力の向上のた
めの活動が期待され、かつ、そのために十分な意識、知識、技能を有する者として、特定非営利活動法人日本防
災士機構の認証登録を受けた方です。

対象者
以下の要件を全て満たす方
　•町内に住所を有している方
　•自治会から推薦を受けた方、または防災士として活躍が見込まれる方

対象経費

以下の経費全額を町が負担します。
　•防災士研修講座の受講料
　•防災士の資格取得試験の受験料
　•防災士の登録に必要な経費

資格取得
までの流れ

①まずは総務課へお問い合わせください。
②防災士研修講座の開催日等が分かり次第、申込書を送付します。
③申込書を総務課へ提出してください。
④町から防災士研修講座に申し込み、併せて受講料等を払い込みます。
⑤送られてくる教材をもとに学習してください。
⑥指定された会場で研修講座を受講し、試験を受験してください。
　※試験で合格する必要があります。
⑦消防署等が主催する救急救命講習を受けてください。
⑧日本防災士機構へ防災士認証登録を申請してください。
⑨防災士として認証されます。
⑩実績報告書を総務課へ提出してください。

その他 防災士研修講座には定員があるため、定員に達した場合は受講できません。その際は次回の
研修講座をご案内させていただきます。

お問い合わせ先 　総務課　行政班　☎0866－54－1313
8広報 　2022.５月号



　この事業は、仲間と一緒に声をかけ合いながら歩くことで運動習慣の定着を図り、生活習慣病
の改善を目指すことを目的としています。
　参加者全員に参加賞、規定の歩数を達成した組には達成賞、個別総合上位５名には賞状および
副賞を進呈します。個人部門での挑戦も可能です。申込用紙は、広報きびちゅうおう６月号と一
緒に全戸配布します。ぜひご参加ください。

令和３年度上位５名の方の取り組みと感想を紹介します。

第７弾３人で歩いて健康UP事業
の参加者を６月から募集します！

へそっぴー
ポイント
対象事業

第１位　1,241,779歩第１位　1,241,779歩
桑
くわよし
吉アイリンさん
（西）

パナソニック吉備㈱　21人（７組）参加
（感想）　
　この取り組みをきっかけに、体調面などで気
を付けていただきたい方にも声かけをすること
ができました。最初は興味のなかった方も、今
では会社の福利厚生の一環として恒例になって
きています。また、参加者からは「毎日万歩計
の数字を励みに楽しく歩けた」「３人１組なので
連帯感が得られる」という報告がありました。
会社としても引き続き社員の健康づくりに努め
ていきたいと思います。

第４位　1,071,806歩　百
ももだ
田 真

まさ と
人さん（上野）

第５位　1,000,213歩　植
うえもり
森 勇

ゆう き
貴さん（吉川）

第３位　1,107,635歩　坂
さかもと
本 伸

しん ご
吾さん（吉川）

第２位　1,237,480歩　大
おおたに
谷 文

ふみ こ
子さん（吉川）

企業での取り組み

お問い合わせ先
保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

　体を動かすことが

好きなので、歌を歌

いながら歩くなど、

楽しんで取り組むこ

とができました。参

加して体重も減りま

した。今後も維持で

きるよう続けていき

たいです。　　　　

（感想）　仕事上よく歩いており、足腰が強くなって
きました。チャレンジ期間以外でも、毎日１㎞歩く
ようにしています。今年も、自分の力でたくさんの
歩数を歩き続けられるよう頑張りたいと思います。

（感想）　コロナ禍による運動不足解消のため、吉
備の里の職員、利用者ともに一致団結して取り組
みました。「歩く」ことについてよく考えるきっか
けになりました。

（感想）　期間中は天気に恵まれ、ほとんど毎日野
外でウォーキングやジョギングができました。来年
も取り組みたいと思います。

「吉備中央町成年後見相談センター」が開設されました「吉備中央町成年後見相談センター」が開設されました
　４月１日、福祉課で「吉備中央町成年後見相談センター」の開所式が開催され、山本町
長により、看板の設置が行われました。
　当センターでは、成年後見制度の利用促進、相談対応、広報など、関係機関と連携して
幅広く成年後見制度を活用し、支援していきます。
　認知症や、知的障がい・精神障がいなどが原因で判断能力が不十分な方とそのご家族、
関係者の皆さまのご相談を受け、ご本人の意思をできる限り尊重し、誰もが安心して暮ら
せる社会を目指していきます。
　窓口・電話どちらでもお気軽にご相談ください。

ご利用時間 月曜日から金曜日（祝日および年末年始を除く） 午前８時30分から午後５時15分

お問い合わせ先 　福祉課（地域包括支援センター）　☎0866－54－1320
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役場からのお知らせ

選挙投票立会人候補者の募集
　吉備中央町選挙管理委員会では、選挙時の各投票所における投票立会人を募集します。
投票立会人の職務
　投票立会人の主な職務は、次のとおりです。
　　⑴　投票事務が公正に行われることの確認
　　⑵　投票人が投票所に入場してから投票用紙を間違いなく投票箱に入れ、退場することの確認
立 会 期 日 等

区　分 選挙当日 期日前投票
立会期日 投票日当日 当該期間のいずれか
立会時間 ７時～18時 ８時30分～20時
立会場所 選挙管理委員会の指定する投票所
報酬の額 日額12,000円

　※集合時刻、解散時刻は別途通知します。
応 募 資 格
　・吉備中央町内に住所を有し、選挙人名簿に登録されている方
　・満18歳から満65歳までの方
　・選挙権の欠格事項に該当しない方
　・指定された日時、場所に必ず参集し、有権者の代表として責任をもってその職務を遂行できる方
　※過去５年以内に登録されている方は、新たな登録の必要はありません。
申 込 方 法
　「選挙投票立会人候補者登録申込書兼誓約書」に必要事項をご記入の上、町選挙管理委員会事務局へ提
出してください（郵送可）。申込書兼誓約書については、町選挙管理委員会事務局にお問い合わせくださ
い。町公式ホームページからもダウンロードできます。
募 集 締 切　５月31日（火）

お問い合わせ先 　吉備中央町選挙管理委員会事務局（賀陽庁舎総務課内）　☎0866－54－1313

緑の募金にご協力をお願いします緑の募金にご協力をお願いします
春のみどりの月間（４月１日～５月31日）春のみどりの月間（４月１日～５月31日）

　今年度も４月１日から５月31日までの「春のみどりの月間」に、公益社団法人岡山県緑化推
進協会による、緑の募金活動が行われます。
　森林をはじめとする緑の資源は、水源のかん養、大気の浄化、土砂災害の防止など、生活環
境の保全に大きな役割を果たしており、私たちの健康で快適な暮らしになくてはならない資源
です。この募金は、国内の森林整備、被災地域の復興などに活用され、町内においても地域の
緑化活動に役立てられています。この活動の趣旨にご賛同いただき、多数の方のご協力をよろ
しくお願いします。
　なお、募金の取りまとめにつきましては、自治会（会長・区長・班長）へお願いしています。

お問い合わせ先 　�農林課　林業振興班　　　　　　　☎0866－54－1318 
公益社団法人岡山県緑化推進協会　☎086－221－9511
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青 少 年 相 談 員 に つ い て
　青少年相談員は、地域における青少年や保護者の相談窓口となり、専門機関の紹介等を行うとともに、青少年や
保護者の相談に直接応じます。一人で悩まないで、気楽にご相談ください。

◎どういう相談に応じてもらえるの？
　�　非行やいじめ、不登校などの相
談や、学校・友人関係の悩みなど、
幅広い相談に応じます。電話相談
にも面談相談にも応じますので、
お気軽にご相談ください。相談内
容については秘密厳守します。

◎「わかば賞」ってどんな賞？
　�　「わかば賞」は、平素見落とされ
がちな青少年の身近な善行を広く
地域住民の方が認め讃え合う、地
域の賞です。青少年の模範となる
行為について、ぜひ、お近くの青
少年相談員へお申し出ください。

小学校区 相談員氏名

津 賀 小 学 校 日
ひ な
名　由

ゆ か
香

円 城 小 学 校 黒
くろだ
田　員

かずよね
米

御 北 小 学 校 大
おおきた
北麻

ま み こ
美子

　※�相談員へ電話相談を希望される方は、まず教育委員会事務局までご連絡ください。担当者から各学区の相談
員に連絡します。学区外の相談員にもご相談いただけます。

　※なお、中学生は町内１校であるため、上記相談員どなたにでも相談できます。お気軽にご相談ください。

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

小学校区 相談員氏名

吉 川 小 学 校 河
かわうち
内留

る み こ
美子

大 和 小 学 校 堀
ほりい
井　正

まさき
起

吉備高原小学校 山
やまさき
﨑　裕

ひろこ
子

◎私たち青少年相談員に相談してください！◎私たち青少年相談員に相談してください！�� （敬称略）

小学校区 相談員氏名

上竹荘小学校 野栄
えいじろう
次郎

豊 野 小 学 校 石
いしだ
田　誠

せいじ
司

下竹荘小学校 難
なんば
波　治

はるみ
実

す が の

吉備中央町スポーツ・文化活動激励金について
　吉備中央町のスポーツ・文化の普及および振興を図るため、スポーツまたは文化活動の全国大会等に
出場する方に対し、激励金を交付します。
※事前申請が必要です。

交付対象者 •町内に住所を有する方
•�以下の交付対象大会に出場する方および⑶の大会の選手団名簿に登録のある監督等

交付対象
大会

県予選会、中国大会等の地区予選会または国内予選会を経て出場が決定する、次のい
ずれかに該当する大会
　⑴�　国、地方公共団体および公益財団法人日本スポーツ協会もしくは同協会へ加盟

している団体の主催、共催または後援する全国規模以上の大会
　⑵�　財団法人全国高等学校体育連盟または財団法人日本中学校体育連盟の主催、共

催または後援する大会
　⑶　国民体育大会および全国障害者スポーツ大会

激励金の額
•個人　10,000円
•団体　１人につき10,000円（上限100,000円）
※同一年度に１人１回を限度とする。

※�激励金の内容（申請・交付等）の詳細については、町公式ホームページをご覧いただくか、教育委員
会事務局までお問い合わせください。

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191
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役場からのお知らせ

 【キッズパーク】 
令和４年度イベント内容

日　時 活　動 対象者 講　師
８月19日（金）

13：30～ 随時開催 親子で作って遊ぼう！ 親子 キッズパークスタッフ

９月17日（土）
（受付９：30～）

10：00～
おはなしを楽しもう 親子 ゆう＆ゆう

１月20日（金）
13：30～ 随時開催 親子で作って遊ぼう！ 親子 キッズパークスタッフ

※水、土、日 随時開催
担当のスタッフが在中して
いるときに開催します。

バルーンアート 親子 キッズパークスタッフ

 【子育て支援センター】 
　未就学児を対象に音楽に触れ、音やリズムの楽しさを体感していただけるイベントを以下のとおり開催し
ます。音楽を通して、豊かな情操を育てます。

日　時 場　所 内　容 対象者 講　師
６月18日（土）

（受付13：00～）
13：30～

子育て支援
センターホール

子育てと音楽第１弾
『うたい継ぎたい子守歌』 未就学児まで 山名音楽事務所

７月16日（土）
（受付13：00～）

13：30～

子育て支援
センターホール 親子で楽しむ童謡唱歌 未就学児まで 山名音楽事務所

10月15日（土）
（受付13：00～）

13：30～

子育て支援
センターホール 地域の音楽会vol.1 未就学児まで 山名音楽事務所

12月17日（土）
（受付13：00～）

13：30～

子育て支援
センターホール 地域の音楽会vol.2 未就学児まで 山名音楽事務所

２月18日（土）
（受付13：00～）

13：30～

子育て支援
センターホール

子育てと音楽第２弾
『親子で楽しむ楽器』 未就学児まで 山名音楽事務所

※イベントは約１時間の予定です。状況により、人数制限を設けます。
企画協力：山名音楽事務所

子育て推進課からのお知らせ

お問い合わせ先 　子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328

お問い合わせ先 　子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328
　　　　　　　　キッズパーク　　　　　　　　☎0866－56－7010
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子育て支援センターからのお知らせ
～地域子育て支援拠点　子育てひろば「ゆう」を実施しています～
　子育て中の親子が気軽に集うことでお子さんや保護者同士が交流でき、また、子育てに関する情報提
供や相談ができる場として、子育てひろば「ゆう」を実施しています。詳しい内容は、子育てひろば「ゆ
う」だよりや、子育て応援サイト吉備中央町「ママフレ」をご覧ください。

日　時 内　容
17日㈫　10時30分～11時 親子ふれあい遊び
18日㈬　10時30分～11時 ヨガ（ママリフレッシュ講座）
19日㈭　10時30分～11時30分 保健・栄養相談、身体測定（保健師・栄養士）
27日㈮　10時00分～12時 野菜を育てよう（ママリフレッシュ講座）
☆４月25日㈪～５月６日㈮　９時～14時 母の日プレゼント作り・フォトコーナーの設置

子育て支援センターからのお知らせ子育て支援センターからのお知らせ

一時保育を実施しています
　乳幼児（生後６か月～）の保護者の方が家庭において、一時的に育児が困難な場合には、乳幼児をお預
かりして保育を行っています。事前登録・予約申込が必要です。

お問い合わせ先 　子育て支援センター（吉川1134-1）　☎0866－56－7301
　子育て推進課　子育て推進班� ☎0866－54－1328

利用日時
月曜日～金曜日
（土・日・祝祭日・年末年始12月
28日～１月３日除く）
午前８時～午後６時（８時間以内）

利用条件
町内の方で、保育園・幼稚
園・こども園に入所してい
ない乳幼児（月10日以内）

利用料金
１時間　200円

５
月
の
主
な
活
動

高校生通学費等補助制度の拡充について
　県内の高等学校等に通学する生徒の保護者の経済的負担の軽減を図ることを目的とした当制度に係る補助金は、
「通学費」「寮費」「アパート等賃貸費」を対象としています。通学費については、これまで、バスおよび電車通学に
係る「定期券」「バスカード」「回数券」の費用を補助対象としてきましたが、令和４年度からは、「交通系ICカード
へのチャージ（入金）による通学費の支払い」についても補助の対象とするよう制度が拡充されました。
　詳しい制度内容および補助金交付申請については、町公式ホームページをご覧いただくか、総務課までお問い合
わせください。

お問い合わせ先 　総務課　行政班　☎0866－54－1313
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役場からのお知らせ

　このデジタル田園健康特区は、人口減少、少子高齢化など特に地方部で問
題となっている課題に焦点を当て、先駆的に地域の課題解決を図ることを重
視したものであり、新たな規制改革に加え、自治体間の施策連携や、データ
連携を推進する観点から、スーパーシティ型特区とともに、国が推進する
「デジタル田園都市国家構想」を両輪で先導することが期待されています。
　この特区指定を受けて、今後、デジタル技術の活用によって、地域におけ
る健康・医療に関する課題の解決に重点的に取り組み、町民の皆さまの未来
に新たな希望をもたらすとともに、吉備中央町が進めるプロジェクトが全国
の中山間地域、また、多くの過疎地域のモデルとして大きな役割を果たすよ
う努力してまいります。

吉備中央町が国家戦略特別区域吉備中央町が国家戦略特別区域
「デジタル田園健康特区」「デジタル田園健康特区」
に指定されましたに指定されました

吉備中央町が国家戦略特別区域吉備中央町が国家戦略特別区域
「デジタル田園健康特区」「デジタル田園健康特区」
に指定されましたに指定されました

　町は、３月10日に開催されました国家戦略特区諮問会議において、特定の課題解決を重点
的に取り組む複数の自治体として、長野県茅野市、石川県加賀市とともに、全国初となる革新
的事業連携型の国家戦略特別区域、「デジタル田園健康特区」として指定されました。
　今回の指定は、スーパーシティに関する規制改革案におけるデジタル技術や先端的サービス
を官民連携によって活用し、健康・医療などをはじめとした地域の課題解決を図ろうとする本
町の提案が高く評価され指定されたものです。対象エリアは、吉備中央町全域となります。

町が「デジタル田園健康特区」に指定され
たことを受け、高梁市近

こんどう
藤隆

たかのり
則市長が町長

室を訪れ、お祝いのお言葉とともに祝花を
贈呈いただきました。
ありがとうございました。

全国全国
初！初！

高梁市の近藤市長より、高梁市の近藤市長より、
お祝いをいただきましたお祝いをいただきました
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　きびプラザにおいて、第４回吉備高原都市スーパーシ
ティ推進協議会が開催され、産官学金民等の関係者ら約
80名が参加しました。協議会では、アーキテクトから
の報告、デジタル田園健康特区の概要と指定までの経緯
に関する説明、吉備中央町デジタル田園都市推進協議会
の設立等が行われました。

　人口減少、少子高齢化、コロナ禍など地方の課題解決のモ
デル化を目指す３自治体（長野県茅野市、石川県加賀市、吉
備中央町）が連携し、デジタル技術を活用して健康、医療の
課題解決に重点的に取り組みます。

❖�救急医療における救急救命士の役割
拡大

❖在宅医療における看護師の役割拡大
❖�患者の健康管理における薬剤師の役
割拡大

※１　�タスクシフトとは、医師の仕事の一部を看護師な
ど他の職種に任せること

❖�ボランティアドライバーによる通院
送迎

❖�高齢者の通院時等の運賃割引
❖�タクシー等を使った医薬品等の配送

❖健康、デジタル分野の創業支援等
❖�マイナンバー・マイナンバーカード
の活用

❖�在宅遠隔見守りサービス（スマート
ホーム）

❖�救急救命士の権限・役割の拡大によ
る救急体制の充実

❖�子どもの健康情報の一元管理、妊婦健
診を踏まえた予防医療との混合診療

第４回吉備高原都市スーパーシティ推進協議会開催

❖�健康医療情報の自治体を越えたデー
タ連携

❖�健康医療情報の患者本人やその家族
による一元管理

❖�母子健康情報のデジタル化

❖�妊産婦健診情報を踏まえた予防医療
サービス

❖�AI、チャット機能を活用した遠隔服
薬指導等

❖�先端リハビリ機器・プログラム開発

取り組みの概要取り組みの概要取り組みの概要取り組みの概要

健康医療分野のタスクシフト健康医療分野のタスクシフト※1※1

移動・物流サービス移動・物流サービス

創業支援等その他の取り組み創業支援等その他の取り組み

健康医療分野のタスクシフト健康医療分野のタスクシフト※1※1

移動・物流サービス移動・物流サービス

創業支援等その他の取り組み創業支援等その他の取り組み

健康医療情報の連携健康医療情報の連携

予防医療やAI活用予防医療やAI活用

健康医療情報の連携健康医療情報の連携

予防医療やAI活用予防医療やAI活用

町が提案した項目町が提案した項目

325
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役場からのお知らせ

議　会
事務局

局　　長� 亀　山　勝　則
局長補佐� 堀　　　恵　子

会　計
管理室

室　　長（会計管理者）� 早　川　順　治
室長補佐（会計班長兼物品管理班長）
� 大　藪　京　子
主　　任（再任用）� 冨士本　里　美
主　　事�  安　井　理　香

総
　
　
　
務
　
　
　
課

課　　長� 片　岡　昭　彦
課長補佐（行政班長）� 石　伊　利　光
課長補佐（財政班長）� 難　波　　　勇
主　　幹� 永　安　裕　美
主　　査� 石　井　　　宏
主　　事� 小　林　竜　市
主　　事� 江　本　有　佳
主　　事� 吉　井　健　人
主　　事� 髙　橋　宏　明
主　　事� 猪　原　雅　代
主　　事� 佐々木　　　諒
主 事 補（新採用）� 仁　澤　日　菜
� （育休：岩﨑啓子）

税
　
　
　
務
　
　
　
課

課　　長� 山　本　敦　志
課長補佐（課税班長）� 成　本　昌　代
課長補佐（収税班長）� 清　本　敦　史
主　　査� 松　山　　　慎
主　　事� 芦　田　　　覚
主　　事� 吉　本　健　人
主　　事� 菅　野　知　久
主　　事� 仁　熊　将　希

企
　
　
　
画
　
　
　
課

課　　長（兼吉備高原都市事務所長）
� 大　樫　隆　志
課長補佐
（総合政策班長兼デジタル田園健康特区推進班長）
� 難　波　勝　也
主　　幹（公聴広報班長兼情報政策班長）
� 石　井　克　延
主　　査� 安　延　直　樹
主　　事� 藤　森　広　崇
主　　事� 中　山　宗　也
主　　事� 久　志　百合香
主　　事� 菅　野　慶　彦
主　　事� 萱　野　万　里
� （育休：平松愛実）

協
働
推
進
課

課　　長� 中　山　　　仁
課長補佐（商工観光班長）�片　山　和　子
課長補佐（地域振興班長）�石　坂　晃　則
主　　幹� 津　島　明　範
主　　事� 西　山　紗　希
主　　事� 齋　藤　加　奈
主　　事� 竹　中　優太郎
主　　事� 山　川　悠　介
主　　事� 平　松　真由子

住
　
　
　
民
　
　
　
課

課　　長（兼大和支所長）�歳　原　雅　則 
課長補佐（戸籍住民班長）�大　森　初　恵
課長補佐（生活環境班長）�内　藤　　　実
主　　査� 浮　森　真由美
主　　任（再任用）� 小　谷　条　治
主　　事� 仁　枝　愛　美
主　　事� 樋　口　実奈美
主　　事� 梶　原　裕　太
� （育休：西山那歌子）

大和
支所 主　　任（再任用）� 福　田　要　子

吉川
支所 （支 所 長� 大　倉　弘　規）

福
　
　
　
祉
　
　
　
課

課　　長� 奥　野　充　之
課長補佐（介護支援班長）�三　高　昌　之
課長補佐（障害福祉班長）�大　隅　さおり
課長補佐（地域包括支援センター所長）
� 伊　達　道　子
主　　幹（社会福祉班長）�西　﨑　順　子
主　　幹� 坂　井　千　秋
主　　事� 小　寺　涼　太                   
主　　事� 豊　島　晃　紀
主 事 補� 長　友　千　晶
主 事 補（新採用）� 大　月　崇　行
派　　遣� 森　下　幸　子
主　　幹� 宮　井　久美子
主　　事� 太　田　敦　子
保 健 師� 小　虎　泰　之
派　　遣� 土　井　純　子
派　　遣� 重　友　明　美
派　　遣� 月　田　千　絢

吉備中央町職員配置表（令和４年４月１日）

町　長 山　本　雅　則 副町長 岡　田　　　清 教育長 石　井　孝　典
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加
茂
川
総
合
事
務
所

（所　　長（井原出張所長兼総合福祉センター所長）
� 荒　谷　哲　也）
参　　事（農林建設班長）�岡　﨑　直　樹  
主　　幹（総務住民福祉班長）�坂　元　朋　美
主　　事� 大　木　かろん
� （育休：平澤瞳）

井　原
出張所 主　　任（再任用）� 大　月　好　恵

総合福祉
センター 主　　任（再任用）� 林　　　正　子

定
住
促
進
課

課　　長（兼加茂川総合事務所長）
� 荒　谷　哲　也 
主　　幹（定住促進班長）�戸　田　健　治
主　　任（再任用）� 岸　本　久　夫
主　　事� 友　野　順　平
主　　事� 吉　延　夏　実

水
　
　
　
道
　
　
　
課

課　　長� 古　好　広　徳
参　　事（上水道班長）� 能　㔟　恭　行
課長補佐（下水道班長）� 淺　田　康　正
主　　幹� 上　森　章　由
主　　幹� 山　本　裕　紀
主　　任（再任用）� 石　田　卓　己
主　　任（再任用）� 石　田　三　男
主　　任（再任用）� 髙　森　　　学
主 事 補（新採用）� 合　田　雅　実

教
育
委
員
会
事
務
局

局　　長（兼学校等再編整備事務局長）
� 大　月　道　広
局長補佐（生涯学習班長）�堀　　　伸　博
主　　幹（教育総務班長）�山　本　昌　幸
主　　幹� 大　木　信　幸
主　　任（再任用）� 山　本　春　美
主　　任（再任用）� 石　井　純　子
主　　事� 宮　地　宏　人
主　　事� 石　田　真紀子
主　　事� 藤　原　愛　美
主　　事� 大　月　和　樹
主 事 補（新採用）� 江　口　智　敦
学校指導主事� 渡　邉　慎太郎

吉備高原
都市事務所

（所　　長� 大　樫　隆　志）
所長補佐（都市づくり班長兼吉川支所長）
� 大　倉　弘　規

出
　
向
（
派
　
遣
）

岡山県農業共済組合派遣（農林課付）
主　　事� 古　谷　泰　士

岡山県後期高齢者医療広域連合派遣（保健課付）
主　　事� 三　波　由　希

吉備中央町社会福祉協議会派遣（福祉課付）
課長補佐� 難　波　陽　子

保
　
　
　
健
　
　
　
課

課　　長� 塚　田　恵　子
課長補佐（医療保険班長）�古　林　直　樹
課長補佐（地域保健班長）�石　坂　真由美
課長補佐（母子保健班長）�髙　島　雪　絵
主　　幹� 難　波　美　紀
主　　事� 河　内　哲　人
主　　事� 秋　山　紫　織
主　　事� 小　幡　充　拓
主　　事� 小　林　直　子
主　　事� 田　中　友　貴
保 健 師� 松　田　良　子
保 健 師� 福　田　しおり
保 健 師� 中　倉　　　萌
保 健 師� 中　山　早　希
保 健 師（新採用）� 戸　田　天　真
栄 養 士（新採用）� 東海林　典　子
� （育休：芦田陽子　産休：竹中明日美）

子
育
て
推
進
課

課　　長� 根　本　喜代香
課長補佐（子育て推進班長）
� 石　伊　陽　子
主　　任（再任用）� 石　井　文　之
主　　事� 孝　本　克　人
主　　事� 森　川　千　春
栄 養 士（保健課兼務）� 安　延　昌　代
� （育休：山本照美・大島加奈）

農
　
　
　
林
　
　
　
課

課　　長� 山　口　文　亮
参　　事（林業振興班長）�宮　田　慎　治
課長補佐（農業振興班長）�西　﨑　　　肇       
主　　幹� 大　木　善　量
主　　査� 小　倉　慶　一
主　　査� 池　上　友　弥
主　　任（再任用）� 杉　原　宏　典
主　　事� 難　波　亮　太
主　　事� 井　田　　　智
主 事 補� 宮　下　竜　静
主 事 補� 寺　川　和　亜

建
　
　
　
設
　
　
　
課

課　　長� 大　月　　　豊
課長補佐（用地班長） � 楢　嵜　秀　徳
主　　幹（農林土木班長）�飯　田　星　治
主　　幹（建設班長）� 土　居　正　吾
主　　幹（技術検査班長）�片　山　裕　紀
主　　査� 犬　飼　博　昭
主　　任（再任用）� 岡　本　一　志
主　　任（再任用）� 髙　見　知　之
主　　事� 山　本　裕　弘
主　　事� 浮　森　大　輔
主　　事� 伊　達　隆　文
主　　事� 東　　　和　貴
主 事 補（新採用）� 能　勢　寛　紀
運 転 員� 新　田　　　眞
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役場からのお知らせ

上
竹
荘
保
育
園

（園　　長� 石　田　広　子）
園 長 心 得� 易　　　慎太郎
主任保育士� 文　谷　あゆみ
保　育　士� 重　森　好　美
保　育　士� 丹　原　理　沙
保　育　士（再任用）� 森　本　貴　子
調　理　員� 甲　元　かおり

豊
野
保
育
園

園　　　長（兼上竹荘保育園長）
� 　石　田　広　子
主任保育士� 松　田　真　二
主任保育士� 伊　賀　麻美子
保　育　士� 秋　山　優　斗
保　育　士� 福　元　　　菫
調　理　員� 横　田　智　子

大
和
保
育
園

園　　　長� 田　原　幸　子
主任保育士� 新　山　亜希子
主任保育士� 松　田　智　子
保　育　士� 松　浦　紀　子
保　育　士� 戸　川　由　唯
保　育　士� 元　信　香央李
保　育　士� 竹　本　彼　方
調　理　員� 髙　森　智　弘

吉
備
高
原
こ
ど
も
園

園　　　長� 杉　山　孝　子
主任保育教諭� 能　勢　孝　志
主任保育教諭� 難　波　朋　子
保 育 教 諭� 難　波　裕　子
保 育 教 諭� 髙　谷　有　香
保 育 教 諭�  五　嶋　千　尋
保 育 教 諭� 江　草　貴　文
保 育 教 諭� 風　早　恵美佳
保 育 教 諭� 石　井　沙　季
保 育 教 諭� 松　久　桃　華
保 育 教 諭� 岡　本　菜　月
保 育 教 諭� 片　山　聡　己
保 育 教 諭（再任用）� 宮　井　智　子
保 育 教 諭（再任用）� 土　井　勝　代
調　理　員� 大　森　直　美
調　理　員� 山　﨑　佳　奈
調　理　員� 藤　澤　怜　樹
（育休：井上ひかり・横田珠巳・久文香奈）

御　北
幼稚園

園　　　長� （小学校長兼任）
園 長 心 得� 田　中　孝　平
主 任 教 諭� 藤　井　奈　緒

上竹荘
小学校 校　務　員（再任用）� 森　下　多恵子

下竹荘
小学校 校　務　員（再任用）� 山　下　久　子

吉備高原
小学校 校　務　員� 酒　井　由美子

津　賀
小学校 調　理　員 � 小　倉　小百合

円　城
小学校

調　理　員� 上　村　美津子
� （育休：杉本麻里）

御　北
小学校 調　理　員� 梶　原　茂　美

吉備高原
小学校

調　理　員� 小　林　久美恵
調　理　員（新採用）� 谷　　　純　一
調　理　員（再任用）� 大　月　教　子

加　賀
中学校 校　務　員� 難　波　勝　代

竹　荘
調理場

調　理　員� 坂　口　恵　子
調　理　員（新採用）� 三　宅　雄　大
運　転　員（再任用）� 楢　﨑　　　晋

（産休：石井祐子）

吉　川
調理場

調　理　員� 冨士本　はるか
調　理　員（再任用）� 石　井　京　子

退　職　者
� 令和４年３月31日付　※（　　）は旧所属名

杉　原　宏　典（議会事務局長）
冨士本　里　美（子育て推進課長）
石　井　純　子（教育委員会事務局長）
岡　本　一　志（総務課長）
小　谷　条　治（住民課長）
髙　見　知　之（建設課長）
髙　森　　　学（水道課長）
大　月　教　子（吉備高原小学校給食調理員）
宮　脇　美　佳（大和保育園保育士）
粟　井　俊　貴（岡山県農業共済組合派遣主事）
松　本　初　季（福祉課主事）
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�

※
退
職
者
は
３
月
31
日
付

●●  

津
賀
小
学
校

津
賀
小
学
校

▼
転
出

指
導
教
諭　
末
好　
美
紀
（
吉
備
高
原
小
）

講　
　
師　
加
藤　
一
彦
（
総　
社　
中
）

講　
　
師　
藤
澤　
佳
子
（
豊　
野　
小
）

▽
転
入

教　
　
諭　
中
村
理
恵
子
（
大
田
区
立
山
王
小
）

講　
　
師　
岡　
　
優
真
（
新　
　
　
規
）

●●  

円
城
小
学
校

円
城
小
学
校

▼
転
出

校　
　
長　
藤
井　
輝
彦
（
有　
漢　
中
）

学
校
栄
養
職
員　
丸
尾　
佳
織
（
誕
生
寺
支
援
）

▽
転
入

校　
　
長　
原
田　
寛
治
（
新　
庄　
小
）

●●  

御
北
小
学
校

御
北
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
片
山　
紀
子
（
豊　
野　
小
）

教　
　
諭　
三
宅　
浩
美
（
退　
　
　
職
）

教　
　
諭　
福
嶋　
貴
菜
（
川　
面　
小
）

▽
転
入

教　
　
頭　
髙
橋　
　
聡
（
田　
井　
小
）

講　
　
師　
橋
本
紗
裕
理
（
新　
　
　
規
）

●●  

上
竹
荘
小
学
校

上
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
国
光　
　
優
（
退　
　
　
職
）

教　
　
諭　
河
村　
秀
信
（
昭　
和　
小
）

教　
　
諭　
河
本　
有
彩
（
高　
梁　
小
）

講　
　
師　
山
崎
真
理
子
（
大　
和　
小
）

養
護
助
教
諭　
大
橋　
　
遥
（
寄　
島　
中
）

▽
転
入

教　
　
諭　
川
上　
敦
史
（
総
社
北
小
）

教　
　
諭　
米
山　
知
子
（
大　
和　
小
）

講　
　
師　
山
本
美
和
子
（
下
竹
荘
小
）

講　
　
師　
近
藤　
志
保
（
新　
　
　
規
）

臨
時
事
務　
齋
藤　
　
博
（
木
之
子
小
）

●●  
豊
野
小
学
校

豊
野
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
吉
幸　
美
奈
（
仁　
美　
小
）

教　
　
諭　
秋
山　
敏
子
（
退　
　
　
職
）

教　
　
諭　
武
鎗　
嘉
雄
（
大　
高　
小
）

養
護
教
諭　
小
野
絵
理
奈
（
連
島
南
小
）

講　
　
師　
千
古　
将
也
（
大　
和　
小
）

▽
転
入

教　
　
頭　
片
山　
紀
子
（
御　
北　
小
）

主
幹
教
諭　
信
清
亜
希
子
（
浅
口
市
教
委
）

養
護
教
諭　
渡
辺　
圭
香
（
草
間
台
小
）

養
護
助
教
諭　
中
島　
絵
美
（
吉　
川　
小
）

講　
　
師　
藤
澤　
佳
子
（
津　
賀　
小
）

講　
　
師　
片
山
奈
緒
美
（
倉
敷
西
小
）

非
常
勤
講
師　
上
森　
惠
子
（
巨　
瀬　
小
）

●●  

下
竹
荘
小
学
校

下
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

校　
　
長　
山
本　
俊
美
（
退　
　
　
職
）

講　
　
師　
山
本
美
和
子
（
上
竹
荘
小
）

▽
転
入

校　
　
長　
草
野　
　
健
（
吉
備
高
原
小
）

●●  

吉
川
小
学
校

吉
川
小
学
校

▼
転
出

事
務
主
事　
今
岡　
大
地
（
東　
児　
中
）

臨
時
的
学
校
栄
養
職
員

　
　
　
　
　
高
取　
茉
央
（
北　
房　
小
）

非
常
勤
講
師　
堀　
　
圭
子
（
退　
　
　
職
）

▽
転
入

事
務
主
事　
石
田　
真
彩
（
新　
　
　
規
）

講　
　
師　
原
田　
実
季
（
新　
　
　
規
）

非
常
勤
講
師　
日
野　
麻
美
（
佐　
伯　
小
）

●●  

大
和
小
学
校

大
和
小
学
校

▼
転
出

校　
　
長　
藤
原　
陽
子
（
国　
府　
小
）

教　
　
諭　
村
木　
賢
二
（
胸　
上　
小
）

教　
　
諭　
的
場　
功
基
（
倉
敷
西
小
）

教　
　
諭　
米
山　
知
子
（
上
竹
荘
小
）

事
務
主
任　
齋
藤　
則
彦
（
退　
　
　
職
）

講　
　
師　
井
田　
美
奈
（
吉
備
高
原
小
）

養
護
助
教
諭　
今
村　
茉
由
（
岡
山
東
支
援
学
校
）

▽
転
入

校　
　
長　
金
盛　
大
祐
（
新
見
南
小
）

教　
　
諭　
二
澤
健
太
郎
（
新　
　
　
規
）

教　
　
諭　
片
山
亜
利
香
（
船　
穂　
小
）

講　
　
師　
千
古　
将
也
（
豊　
野　
小
）

講　
　
師　
板
野　
圭
佑
（
緑　
丘　
小
）

講　
　
師　
山
崎
真
理
子
（
上
竹
荘
小
）

臨
時
事
務　
難
波　
琴
音
（
新　
　
　
規
）

●●  

吉
備
高
原
小
学
校

吉
備
高
原
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
草
野　
　
健
（
下
竹
荘
小
）

教　
　
諭　
竹
中　
一
雄
（
城　
南　
小
）

講　
　
師　
高
畠　
悠
輔
（
乙　
島　
小
）

▽
転
入

教　
　
頭　
末
好　
美
紀
（
津　
賀　
小
）

教　
　
諭　
太
田　
征
児
（
万　
寿　
小
）

教　
　
諭　
鳩
谷　
　
亮
（
上　
成　
小
）

講　
　
師　
井
田　
美
奈
（
大　
和　
小
）

●●  

加
賀
中
学
校

加
賀
中
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
大
山　
　
都
（
高　
陽　
中
）

教　
　
諭　
藤
木　
寛
子
（
総
社
東
中
）

教　
　
諭　
上
野　
義
人
（
玉　
　
　
中
）

教　
　
諭　
佐
々
木
悠
紀
（
吉　
永　
中
）

教　
　
諭　
前
田　
聡
子
（
牛　
窓　
中
）

非
常
勤
講
師　
池
田　
耕
司
（
退　
　
　
職
）

臨
時
事
務　
塚
本
美
代
子
（
退　
　
　
職
）

▽
転
入

教　
　
頭　
西　
　
博
美
（
大　
佐　
中
）

教　
　
諭　
森
脇　
太
郎
（
八　
浜　
中
）

教　
　
諭　
岡
村　
息
吹
（
邑　
久　
中
）

教　
　
諭　
野
波　
華
代
（
宇　
野　
中
）

事
務
主
任　
肥
塚　
敏
弘
（
軽　
部　
小
）

講　
　
師　
小
山　
美
咲
（
新　
　
　
規
）

講　
　
師　
岡　
　
泰
生
（
新　
　
　
規
）

人人    
事事    

異異    

動動

学
校
教
職
員

��
令
和
４
年
４
月
１
日
付

令
和
４
年
４
月
１
日
付
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ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　「
三 

光
」

	

人　
お
べ
ん
と
う 

こ
れ
だ
い
つ
も
の 

こ
の
あ
じ
だ�

河
田　
杏
菜

	

地　
弁
当
を
開
け
れ
ば
母
の
顔
が
あ
る�

河
内　
晴
希

	

天　
母
さ
ん
の
作
っ
た
弁
当
最
高
だ�

藤
原　
大
靖

一
般
の
部

　「
佳 

吟
」

	

　
　
家
庭
の
味
弁
当
箱
に
詰
め
て
行
く�

山
本
千
恵
子

	

　
　
輪
に
な
り
て
弁
当
食
べ
る
野
良
仕
事�

松
田
恵
美
子

	

　
　
運
動
会
母
の
弁
当
一
等
賞�

小
川
美
江
子

	

　
　
咬
み
し
め
る
母
の
温
も
り
手
弁
当�

米
田　
芳
子

	

　
　
戦
時
中
梅
干
弁
当
が
ん
ば
っ
た　

�

中
山　
文
恵

　「
三 

光
」

	

人　
老
い
の
身
に
介
護
弁
当
助
け
船�

中
川　
貞
子

	

地　
駅
弁
が
左
遷
の
胸
を
温
め
る�

藤
澤　
照
代

	

天　
心
込
め
愛
も
詰
め
込
む
お
弁
当�

楢
嵜　
照
子

　
病
む
姉
を
訪
う
こ
と
も
な
く
過
ぎ
し
日
日
コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
に
詫
び
る
今
日
な
り

�

小
神　
桂
子

わ
が
歩
く
夕
べ
の
道
に
立
つ
鷺
は
す
ら
り
と
白
し
近
づ
く
ほ
ど
に�

難
波　
良
子

畑
の
岸
草
間
に
の
ぞ
く
ふ
き
の
と
う
母
の
手
料
理
思
い
出
し
お
り�

小
林　
照
子

両
親
の
間
に
姉
の
分
骨
を
納
め
て
義あ

に兄
は
青
空
見
上
げ
る�

河
内　
晶
子

春
つ
れ
て
黄
蝶
ふ
た
つ
の
舞
い
す
が
た
上
下
く
る
く
る
は
る
風
の
な
か�

中
山　
文
恵

草
陰
に
春
を
待
ち
わ
ぶ
タ
ン
ポ
ポ
の
黄
色
い
花
の
つ
ぼ
み
い
じ
ら
し�

国
只
由
紀
子

＊５月の課題は「手紙」、６月の課題は「ゴミ」です。
　投句の方法…はがきに２句以内、住所・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちしてい
ます。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総合
福祉センター）へ５首までを持参。
合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
令
和
４
年
３
月
秀
句　
題
「
弁
当
」�

（
津
賀
公
民
館
）

５月の公民館主催行事をお知らせします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。公民館コーナー公民館コーナー

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

５月１日㈰
５月３日㈫・㈷ 吉備高原 町かどコンサート 午前11時～　きびプラザ　参加無料

５月10日㈫ 津　賀 ひざ腰肩痛み改善教室 午前10時～　参加費200円　飲み物・屋内シューズ

５月11日㈬ 御　北 ミュージックベル教室 午前10時～　参加費200円　

５月13日㈮ 吉　川 初めてのスパイス講座
～普段の生活にスパイスを！～ 午前10時～11時　参加費200円

５月16日㈪ 吉　川 スマホ教室　～動画を楽しもう！～ 午後１時30分～３時　スマホ持参　定員10名　要申込

５月18日㈬ 豊　野 ひざ腰肩痛み予防改善ストレッチ 午前10時～　飲み物

５月20日㈮ 豊　野 豊稔大学開講式 午前９時30分～　和琴演奏他　新年度入会者募集

５月21日㈯ 津　賀 フラワー教室：フラワーボールを作ろう 午後１時30分～　材料代1,500円　要申込

５月27日㈮ 吉備高原 東洋医学のお話の会 午前10時～11時　南部住区自治会館　参加無料

５月27日㈮ 吉　川 吉川三玲大学開講式 午前９時30分～　『木の魅力』

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1557　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974
吉備高原公民館　☎0866－56－7330
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「
今
日
は
一
人
か
。」

私
の
口
か
ら
そ
ん
な
言
葉
が
漏
れ
た
。
夏
休
み
に

入
っ
て
七
日
目
。
私
が
朝
起
き
る
と
、
家
の
中
は

と
て
も
静
か
だ
っ
た
。
何
を
し
よ
う
か
な
と
迷
い

な
が
ら
宿
題
を
台
所
の
机
の
上
に
広
げ
、
テ
レ
ビ

の
リ
モ
コ
ン
を
持
ち
だ
ら
だ
ら
す
る
。そ
れ
が
、最

近
の
私
の
日
常
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
生
活
直
さ

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
な
が
ら
時
計
を
見
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
十
二
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
そ

ん
な
時
、
玄
関
か
ら
音
が
し
た
。
弟
が
部
活
か
ら

帰
っ
て
き
た
の
だ
。
弟
は
家
に
入
る
な
り
一
人
で

昼
ご
飯
を
作
っ
て
食
べ
た
後
、
自
分
の
部
屋
に

入
っ
て
い
っ
た
。私
も
一
人
で
ご
飯
を
食
べ
る
。こ

れ
と
い
っ
て
話
す
こ
と
も
な
い
し
、
ご
飯
ど
う
す

る
な
ど
話
を
す
る
こ
と
も
時
間
の
無
駄
だ
と
思
う

の
で
、
い
つ
も
一
人
で
食
べ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら

五
時
間
。
兄
が
帰
っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま

二
階
に
直
行
。
兄
か
ら
す
る
と
私
は
い
な
い
よ
う

な
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
方
が
私
も
楽
な
の
で

私
か
ら
も
話
し
か
け
な
い
。
夜
ご
飯
の
準
備
を
し

て
い
た
私
は
、
手
伝
っ
て
く
れ
て
も
良
い
の
に
な

と
思
い
な
が
ら
準
備
を
進
め
る
。
そ
し
て
準
備
が

で
き
た
。誰
も
呼
ば
ず
に
一
人
で
食
べ
始
め
る
。す

る
と
外
か
ら
音
が
し
た
。
今
度
は
父
が
帰
っ
て
き

た
の
だ
。

「
ご
飯
を
食
べ
る
時
は
、他
の
人
を
呼
び
な
さ
い
。」

と
父
が
言
っ
た
。
帰
っ
て
き
て
一
言
目
が
そ
れ
な

ん
だ
と
少
し
思
っ
た
が
、
口
に
出
す
と
そ
れ
こ
そ

面
倒
な
の
で
や
め
た
。
ま
た
、
他
の
人
を
呼
ぶ
の

も
面
倒
臭
い
と
思
っ
た
。
最
近
、
ご
飯
の
準
備
を

手
伝
っ
て
と
言
っ
て
も
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
こ
と

が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
し
、
ご
飯
が
準
備
で

き
て
呼
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
大
抵
三
十
分

は
台
所
に
来
な
い
。
一
人
で
準
備
し
て
一
人
で
食

べ
た
方
が
短
時
間
で
済
ん
で
楽
だ
と
自
分
も
思
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
少
し
悩
ん
だ
が
面
倒
臭
い
と

い
う
理
由
で
、誰
も
呼
ば
ず
に
ご
飯
を
終
え
た
。父

も
帰
っ
て
き
て
あ
の
一
言
だ
け
で
、
自
分
の
部
屋

に
行
っ
て
し
ま
い
ご
飯
を
食
べ
に
来
な
い
。
食
べ

た
く
な
っ
た
ら
自
分
で
来
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
私

は
構
わ
ず
宿
題
を
し
始
め
た
。
ま
た
外
か
ら
音
が

し
た
。
車
が
二
台
帰
っ
て
き
た
の
だ
。
こ
れ
で
家

族
が
全
員
そ
ろ
っ
た
。
姉
三
人
と
母
が
家
に
入
っ

て
き
た
。
時
間
が
経
っ
て
い
た
ら
し
い
。
も
う
八

時
に
な
っ
て
い
た
。
ご
飯
は
ま
だ
七
人
分
残
っ
て

い
る
。

「
あ
の
三
人
が
来
な
か
っ
た
か
ら
七
人
分
あ
る
。」

と
私
が
言
う
と
、

「
何
で
呼
ば
な
い
の
。て
い
う
か
何
で
一
人
で
食
べ

た
ん
。」

と
責
め
ら
れ
た
。こ
の
会
話
は
よ
く
あ
る
会
話
で
、

私
が
言
い
返
し
て
も
意
味
が
な
い
。
だ
か
ら
、
私

は
口
を
閉
じ
、
自
分
の
部
屋
で
耳
を
音
楽
で
塞
い

だ
。
少
し
経
っ
て
勉
強
し
よ
う
と
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を

外
す
と
明
る
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
い
つ
の
間

に
か
七
人
集
ま
っ
て
ご
飯
を
食
べ
始
め
て
い
た
。

勉
強
の
邪
魔
だ
な
と
思
い
な
が
ら
も
勉
強
を
や
り

出
し
た
。
そ
の
後
、
私
は
誰
と
も
喋
る
こ
と
な
く

布
団
に
入
っ
た
。

　
私
の
い
つ
も
の
一
日
が
終
わ
っ
た
。
私
は
こ
ん

な
一
日
で
良
い
と
思
っ
て
い
る
。
私
は
家
族
と
関

わ
る
こ
と
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
し
、
関
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
面
倒
臭
い
と
思
い
な
が
ら
接
し
て
く

る
私
に
、
明
る
く
返
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
も

思
え
な
い
。ま
た
、自
分
も
疲
れ
る
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
る
。
そ
ん
な
理
由
か
ら
、
私
は
こ
の
夏
休
み

を
今
日
み
た
い
に
過
ご
そ
う
と
思
っ
た
。

　
次
の
日
。私
は
朝
起
き
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
。す

る
と
嫌
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
だ
。
感
染
し
た
方
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
流
れ
始
め
た
。
多
く
の
方
が
家
族
の
話

を
し
て
い
た
。
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
心
を
動
か
さ

れ
た
。
と
て
も
感
動
し
た
。
で
も
、
そ
の
感
動
が

自
分
へ
の
怒
り
に
変
わ
る
ま
で
、
時
間
は
か
か
ら

な
か
っ
た
。
昨
日
の
出
来
事
の
一
つ
一
つ
が
頭
に

浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
感
覚
だ
っ
た
。
私
は
何
を

し
て
い
た
ん
だ
。
何
で
あ
ん
な
行
動
を
と
っ
た
ん

だ
。
何
で
…
。
後
か
ら
後
か
ら
自
分
に
対
し
て
の

問
い
が
あ
ふ
れ
出
て
き
た
。
昨
晩
の
自
分
の
考
え

が
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。
面
倒
臭
い
。
そ
う
思
っ

て
し
ま
う
の
は
、
自
分
が
人
と
関
わ
る
こ
と
を
あ

き
ら
め
て
い
る
か
ら
だ
と
感
じ
た
。
人
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
お
互
い
を
伝
え

合
う
。
私
は
そ
れ
を
自
分
か
ら
拒
否
し
、
伝
え
よ

う
と
せ
ず
、
知
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は

だ
め
だ
。
そ
う
思
っ
た
。「
家
族
」
と
は
、生
ま
れ

つ
き
誰
も
が
持
っ
て
い
て
、
変
え
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
関
り
合
い
、
接
し
合

い
、伝
え
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
心
か
ら
思
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
男
の
人
が
言
っ
た
。

「
で
き
る
こ
と
な
ら
家
族
と
日
常
を
普
通
に
過
ご

し
た
い
で
す
。
い
つ
も
の
よ
う
に
笑
い
合
い
た
い

で
す
。」

私
は
そ
の
一
言
に
気
付
か
さ
れ
た
。
私
は
今
、
家

族
と
日
常
を
普
通
に
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
有
り

難
さ
に
。
普
通
と
い
う
幸
せ
に
。
近
く
に
家
族
が

い
て
、何
気
無
い
話
が
で
き
る
こ
と
の
大
切
さ
に
。

私
は
こ
れ
か
ら
の
行
動
を
改
め
よ
う
と
強
く
思
っ

た
。
家
族
と
の
普
通
の
日
常
を
過
ご
せ
る
こ
と
に

感
謝
し
た
い
。
私
は
決
意
し
た
。
家
族
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
。
そ
し
て
、
決
意
表
明
の
た
め
、
こ

の
作
文
を
書
き
始
め
た
。

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
令
和
３
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、

國
富
初
花
さ
ん
の「
決
意
表
明
」を
紹
介
し
ま
す
。

 「
決
意
表
明
」

　
　
令
和
３
年
度
加
賀
中
学
校
卒
業

�

國く
に
と
み富　

初う
い
か花

さ
ん
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かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社

絵　
　
本

ショートケーキになにのせる？
わんちゃんわんわん
あなのなかから…

おおのこうへい／PHP研究所
清水勝／金の星社
さいとうしのぶ／あすなろ書房

そだててみたら…
ずんずんばたばたおるすばん
ジロッ

スギヤマカナヨ／赤ちゃんとママ社
降矢なな／福音館書店
たけがみたえ／絵本館

児
童
書

ニッポンの総理大臣
ガチャガチャ・クレーンゲームをつくろう
香君 上・下

学研プラス
いしかわまりこ／汐文社
上橋菜穂子／文藝春秋

パウ・パトロールいっしょにあそぼう！
日本のことばずかん　かず
君色パレット
多様性をみつめるショートストーリー1

小井詰昌之／小学館
神永膮／講談社
戸森しるこ／岩崎書店

一
般
実
用
書

一万円選書
知らないと恥をかく世界の大問題12
世界のリーダー、決断の行方
これを英語で言えるかな？

岩田徹／ポプラ社
池上彰／KADOKAWA
こあらの学校／マガジンハウス

カウンセラーが悩み解決! SNSコミュニケーション
家族のつくおき
小さい林業で稼ぐコツ2

浮世満理子／日本能率協会
マネジメントセンター
Nozomi／主婦の友社
農文協

一
般
読
み
物

ミシンと金魚
奔流の海
家族

永井みみ／集英社
伊岡瞬／文藝春秋
村井理子／亜紀書房

小説を旅する 北海道
サンセット サンライズ
少女を埋める

合田一道／星雲社
楡周平／講談社
桜庭一樹／文藝春秋

かもがわ図書館
☎0867－34－1115
ロマン高原かよう図書館
☎0866－54－1331

新着図書
案内

図
書
館
だ
よ
り 

５
月
号

出
会
い
の
扉

2022年５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 ■休館日

講演　立石 憲利氏　日本民話の会会長・岡山民俗学会名誉理事長
　２冊の絵本の出版を記念して、講演会を開催します。昔の人々の思いがあふ
れている民話や伝説を聞いて、語って、伝えて、未来につなげましょう。
　講演の中で「小豆洗い」など、町内のいくつかの伝説地について、写真を見
ながら紹介していただきます。
♪講演の後、映像と音楽にのせて、絵本の朗読もします。お楽しみに！
日 時　５月27日（金）　午前10時～11時45分
場 所　ロマン高原かよう総合会館　多目的ホール
＊詳しくは、広報きびちゅうおう５月号に同封のチラシをご覧ください。

出版記念講演会

「町の宝物を 子どもたちに伝えよう」

吉備中央町のむかしばなし絵本
『ももたろう』『大和神社の爪なし竜』

図書館発！おすすめ本
★子どもたちに聞かれたら‥
あなたならどう答えますか？

『へいわってどんなこと？』
浜田桂子/作　童心社

　大好きな人といっしょにいられること、
おなかがすいたらごはんがたべられること、
大好きなうたがいつでも歌えること、あさ
までぐっすりねむれること‥。そう、どの
国のこどもたちも。

おおきな
絵本＆紙芝居があるよ！
　おはなし会で大活躍！園や学校、サロ
ンの集まりに、ジャンボ絵本で読み語り
はいかがでしょうか。見やすくて大迫力、
子どもも大人もひきつけます！

通常
サイズ

こん
な本どうぞ！

大
型
絵
本

たまごのえほん
地震がおきたら
どうぶつしんちょうそくてい
どんぐりむらのぱんやさん
もったいないばあさん
どうぞのいす
ともだちや
花咲き山

など86冊

大
型
紙
芝
居

おだんごころころ
たべられたやまんば
じごくのそうべえ

 など11冊

入場無料
要連絡！
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地域おこし協力隊便り Vol.

84

　こんにちは、東尾です。 
　前年度からすすめています、吉備高原都市に移住した方へのイン
タビューですが、記事として掲載を開始しました。
　移住定住支援を行う「imakibi」と連携し、移住に至ったきっか
けや決め手、そして今どのように暮らしているのか、実際に住んで
感じたことなどを伺い、読みやすい対談形式の記事を作成しました。
　オンラインで掲載することで、紙面では届けにくかった他地域に
お住まいの移住検討中の方など、より広くより多くの方に読んでい
ただけたらと思います。
　掲載場所は、imakibiのホームページ、町の定住支援サイト「せ
んたく日和」、また岡山県中山間・地域振興課や吉備高原都市サービ
スのホームページにバナーやリンクを掲載します。
　記事は随時更新していきますので、お楽しみに！
　移住者インタビューにご協力いただける方がいましたら、ぜひご一報ください。

　こんにちは、六反です。以前に広報紙でお伝えしました、佐藤勝彦さんの展
覧会を「かっちゃん故郷に帰る吉備中央町ゆかりの画人 佐藤勝彦が今伝えるも
の」というタイトルを掲げ、安藤酒店のギャラリー竹富にて開催しました。会
場では、絵画と陶磁器合わせて20点以上の作品を展示することができ、佐藤勝
彦さんの魅力やメッセージをお伝えすることができたのではと思っています。
　また、この活動では、多くの町の方に助けていただきました。励ましの声を
かけてもらったり、告知を助けていただいたり、準備を手伝っていただけたこ

とが本当に有難く、嬉しかったです。これからも町の方と一緒に活動できる
ような企画をしていきたいと思っています。お力添えをいただいた皆さま、
本当にどうもありがとうございました。

インタビュー記事掲載開始

吉備中央町ゆかりの
画人・佐藤勝彦さんの展覧会を開催

◀定住支援サイト「せんたく日和」
https://www.town.kibichuo.lg.jp/ 
site/teijyu/1394.html

◀imakibi（イマキビ）
https://imakibi.com

展覧会チラシ 安藤酒店外壁バナー告知 会場内部
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お問い合わせ先 　�津山高専　企画・連携室内　ジュニアドクター育成塾事務局
☎0868－24－8402

年
金
相
談

年
金
相
談

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年
金

請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機
構
高

梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

●
日　
時

　
５
月
19
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
会　
場

　
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
18
日

㈬
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す

（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

－
２
１

－

０
５
７
０

　

�

自
動
音
声
案
内
①
番
を
選
択
し
た
後
、

②
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

町以外からの

お知らせ

Info
rmation

　津山高専では、科学技術分野で将来活躍する逸材を発掘し育成するプロジェクトに取り組ん
でおり、第５期生を募集します。今年度が最終年度となりますので、奮ってご応募ください。

内　　容　�生命科学からロボットまで広範で専門的な学習機会を提供するとともに、強く関心
を持った分野での探究活動を支援します。

対　　象　理数・情報分野に強い興味を持つ小学５年生～中学３年生
募集定員　40名　※選抜審査があります。
開講場所　津山工業高等専門学校
開講期間　令和４年８月～令和５年２月
開講日程　毎月２回程度土曜日に実施
受講費用　無料
受付期間　４月１日（金）～７月22日（金）
応募方法　�ホームページからお申し込みください。�

※プレイベントを募集期間中に開催します。�
詳細はホームページに掲載します。

最終年度
津山高専ジュニアドクター育成塾第　期生募集５５

【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
円
城
幼
稚
園
児
が
保
護
者

と
一
緒
に
記
念
植
樹
を
し
た

後
に
撮
影
し
た
１
枚
で
す
。
植

樹
さ
れ
た
錦
木
は
、
秋
に
な
る

と
真
っ
赤
に
色
づ
く
紅
葉
が

「
錦
」
の
よ
う
に
美
し
い
こ
と

か
ら
命
名
さ
れ
、「
故
郷
に
錦

を
飾
る
」
に
ち
な
み
、
縁
起
の

良
い
木
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
錦

木
の
成
長
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
お

祈
り
し
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

▼
桜
や
菜
の
花
、
ム
ス
カ
リ
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
町
内

を
彩
り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
３
月
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
中
行
わ

れ
た
各
学
校
の
卒
業
式
を
取

材
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
思
い

出
や
将
来
の
夢
を
話
す
卒
業

生
、
先
輩
方
へ
の
感
謝
と
エ
ー

ル
、
そ
し
て
伝
統
を
受
け
継
ぐ

決
意
を
新
た
に
す
る
在
校
生

代
表
の
送
辞
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
や
地
域
の
方
、
後
輩

や
家
族
に
向
け
て
感
謝
の
意

を
示
す
卒
業
生
代
表
の
答
辞
。

涙
ぐ
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

胸
に
抱
い
た
想
い
を
述
べ
る

姿
に
感
涙
し
ま
し
た
。

�

萱
野
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　発達障害などのお子さまの情報をまとめる「はぐくみファイル」についての座談
会を次のとおり開催します。

日　　時 　�第１回　５月23日（月）９：00～11：00�
第２回　11月21日（月）９：00～11：00

場　　所 　下竹荘公民館（吉備中央町湯山1002）
対 象 者 　�ハッピーサークル会員の方、発達障害または発達に偏りや遅れのある

お子さまがいらっしゃる保護者の方

申込方法 　①氏名②電話番号③お子さまのお名前と所属機関を申込先までお知らせください。

お問い合わせ先 　NPO法人発達支援ネットワークつむぎ（担当：渡邉）
　☎0866－55－5600　 honbu@tumugiokayama.com

令和４年度 ハッピーサークル相談支援ファイル座談会

「はぐくみファイルを書く会」
開催のお知らせ

HHaappppyy
BBiirrtthhddaayy!!

みなさんからお便り・イラスト・写真を
お待ちしています。

おめでとうおめでとう
満満１１歳歳

みん
なのページ

彩乃１歳おめでとう☆う
ちに生まれてきてくれて
ありがとう！笑顔で元気
に大きくなってね！

● 令和３年５月19日生まれ 小こ
む
ろ室 

彩あ
や
の乃 

ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

いつも元気いっぱいなみ
つきちゃん、これからも
すくすく育ってね♪

● 令和３年５月25日生まれ 石い
し
か
わ川 

心み
つ
き葵 

ち
ゃ
ん
（
宮
地
）

お誕生日おめでとう♡
これからもお姉ちゃん達と元気
いっぱい遊んで可愛い笑顔をたく
さん見せてね！
パパママのところに生まれてきて
くれてありがとう♡

● 令和３年５月14日生まれ 酒さ
か
い井 

百も

か華 

ち
ゃ
ん
（
田
土
）

25 2022.５月号　広報 25



妙本寺本堂保存修理工事現場公開

～ 妙本寺ぐるっとおさんぽツアー ～

岡山県指定重要文化財修理工事事業

5 28日日㈯

申込方法　�電話で宗教法人妙本寺へお申し込み
ください。（☎0866-55-5012）

申込期間　�４月20日（水）～５月27日（金）�
申込受付時間　午前９時～午後５時

定　　員　�100名　※先着順�
（午前の部・午後の部　各50名）

そ の 他　・�動きやすい服装および履物でご来
場ください。

そ の 他　・�工事現場における見学となるた
め、現場では係員の指示に従って
ください。

〔令和３年６月の現場公開の様子〕

〔国指定重要文化財 妙本寺番神堂〕

約２年に及ぶ屋根の葺き替えが完了しました！
今回の公開後に足場を撤去するため、その様子を間近で見
ることができる最後の機会です。
昔から受け継がれてきた建築技術や工法の説明を聞き、先
人の技術の高さ、本堂にかけた思いを実感してみませんか。

屋根保存修理見学

鎌倉時代から続く妙本寺とその周辺には、貴重な書物、建造物、石造美術が現存しており、まさ
に文化財の宝庫です。
今回は、岡山県文化財課の内池氏による解説を聞きながら、その文化財等を見学することができ
ます。また、普段は公開していない宝物庫にある貴重な品々も公開します。

ぐるっとおさんぽツアー

参
加
無
料

お問い合わせ先 　宗教法人妙本寺　　　　　　　　☎0866－55－5012
　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

月月
妙本寺妙本寺

（吉備中央町北1501番地）（吉備中央町北1501番地）

午前の部：10：00～11：30
（9：30受付開始）

�
午後の部：13：00～14：30

（12：30受付開始）

１時間30分所要時間所要時間

〔新型コロナウイルス感染症対策について〕
・�ご来場の際、手指消毒、検温にご協力ください。
・�体調不良（発熱、風邪など）の方は、ご遠慮くださいますようお願いします。
・�感染状況により、中止または参加制限する場合がありますのでご了承ください。
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お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

〔草
くさち

地　博
ひろゆき

之　委員〕
　大正初年頃までこの千人塚の地にお堂があり、墓守も住んでいたそうです。そして縁日には近郷の多くの人が参
拝し、露店も並んだと伝えられています。
　解説にある上加茂合戦は、有名な戦いです。歴史には諸説ありますが、歴史の舞台によく登場する毛利輝元、小
早川隆景両氏もこの戦いの際、西側（高梁方面）から攻めてきて竹荘に陣取っており、敗戦の報を聞いて高梁へ帰っ
たと伝えられています。
　現地まで目印等も少ないですが、自動車で行くことができますので、山中にひっそりとある塚の前で戦国時代の
人々に思いを馳せてみてはいかがでしょうか。

　天正２年（1574年）に元兼、高谷、上加茂地域で行われた上加茂合戦（虎
こく ら

倉合戦）において戦死した安芸の国
毛利軍の人々の墓と伝えられています。
　上加茂合戦は、４月14日未明、上加茂清

きよ

常
つねやま

山に進軍した毛利輝元軍と眼下に流れる加茂川を挟んで、上加茂三
宅坂へ布陣した虎倉城主伊賀久

ひさたか

隆軍が激突した戦いです。
　土地に不案内な毛利軍は、地の利を得た伊賀軍攻撃の前に名のある武将の多くが戦死し、多くの死傷者も続出、
ついになだれを打って臼

うすいだに

井谷、高谷（おぎ坂）方面へ敗走したことは毛利家資料にも「賀
かもくずれ

茂崩」と記されています。
　戦後、毛利氏により備中から墓守を派遣して戦死者の霊を供養したと伝えられています。

吉備中央町文化財保護委員からのワンポイントアドバイス

解説

吉備中央町文化財探訪記⑨
～町内にある文化財を探訪してみよう～

●

●
法福寺

【平岡地内】

上野

天満神社

★

県
道
３
６
６
号
線

【【平平
ひらおかひらおか

岡岡のの千千
せんにんせんにん

人人（（千千
せんにちせんにち

日日））塚塚
づかづか

】】
町指定重要文化財（史跡）
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　吉備高原学園高等学校29期生72名に卒業証書が授与されました。
卒業生代表の橋

はしもと
本寛

ひろ き
基さんが「大きな壁にぶつかったとしても、吉備

高原学園高等学校での学び、思い出、誇りを胸に歩んでいきます」と
答辞を述べました。

　新型コロナウイルス感染症により、修学旅行などのイベント・式典
が中止、縮小となった３年生に対し、中学生活最後の思い出にと町商
工会が企画したものです。沖縄県恩納村商工会の協力のもと、メッ
セージ付きの琉球ガラスの箸置きやお土産カタログが贈呈され、３年
生代表の山

やました
下輝

ひかる
さんは「心温まるプレゼントをありがとうございまし

た。商工会の方々のおかげで心が報われました」とお礼を述べました。

3/2 �吉備高原学園高等学校
29期生卒業証書授与式

3/10 3/10 
加賀中学校卒業記念事業加賀中学校卒業記念事業
～恩納村の特産品を記念贈呈～～恩納村の特産品を記念贈呈～

3/11 加賀中学校８期生81名が卒業3/11 加賀中学校８期生81名が卒業
　式では、卒業生代表として卒業証書を山

やました
下輝

ひかる
さん、記念品を安

やすのべ
延銀

ぎ ん た
太さんが授与されました。在校生代表の

野元
げん き
輝さんが「この先どんな困難があるか分かりませんが、先輩方の強い心で打ち勝っていってください」と

送辞を述べ、卒業生代表の繁
しげた
田彩

あや の
乃さんが「必ず誰かがそばで支えてくれているということを忘れず、夢に向かっ

て歩みを止めずに進み続けます」と答辞を述べました。

すがの
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　３月18日、円城幼稚園・御北幼稚園・吉備高原こども園、19日、にこにこふたばこども園、22日、大和保育
園・豊野保育園、24日、上竹荘保育園で卒業式・卒園式が行われました。
　３月31日で休園となる円城幼稚園では、３月18日に卒業式、25日に修了式が行われ、修了式後には、記念樹
として錦木が植樹されました。また、謝恩会では、保護者から先生方と園児へ円城幼稚園での思い出がいっぱい
詰まったDVDと記念のマグカップが贈呈され、先生方から園児へ大きな写真立てがプレゼントされました。

　下竹荘小学校では、６年生２名が卒業を迎えました。お祝いの言葉とともに、山
やまもと
本俊

とし み
美

校長が「たとえ、進学や就職で下竹荘を離れることがあっても、あなたのふるさとは下
竹荘にあることを心に留めておいてください」と述べられました。また、卒業生はスライドショーで小学校６年
間の思い出を振り返りながら、将来の夢を発表しました。

3/18～24 �町内幼稚園・保育園・こども園で 3/18～24 �町内幼稚園・保育園・こども園で 
計65名が卒業・卒園計65名が卒業・卒園

3/23 町内９小学校で計62名が卒業3/23 町内９小学校で計62名が卒業
※
煮
汁 PHOTO

TOPICS
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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　10,780人（－67） 男　5,199人（－30）
女　5,581人（－37） 世　帯　5,215戸（－20）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※令和３年４月１日現在　（　）は前月との増減

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　10,577 （－31）
世　帯　5,163戸（－10）

男　5,119人（－13）
女　5,458人（－18）

３月の自然増減　－23
３月の社会増減　－ 8

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※令和４年４月１日現在（　）は前月との増減 ※自然増減：出生者数と死亡者数の差　※社会増減：転入者数と転出者数の差

香典返し（金一封）　藤田　宏（井原）　髙森　公平（田土）
この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）

22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町
こどもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

　毎年、参加させていただいている「山の学校」で今年も愛育委員の活動をさせていただき
ました。元気に自分らしく生きるためのフレイルを学び、予防としてフレイル体操や、４グルー
プに分かれてゲームをしました。特に伝言ゲームでは、お題が最後の人に伝言された答えは、
惜しいものから
全く違うものが
あって、会場は拍
手や大きな笑い
であふれていま
した。また来年も
元気にお会いし
ましょう。

愛愛育委員会育委員会活活動報告動報告 新山支部新山支部
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